
What’s up,

（どげぇかえ、ふるさと大分！）
OITA!
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世界で活躍する県人会員と留学生ＯＢ、大分県
関係者の皆さま方に、大分の「今」をお伝えします。
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【ご挨拶】 大分県企画振興部 国際政策課 課長 堀 俊郎

大 分 県 の 海 外 関 連 施 策 に つ い て
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畜産振興課では、国際競争に打ち勝つ安全
で高品質な畜産物の安定供給、地域の立地条
件に応じた低コスト生産の推進、自然環境や地
域社会と調和した経営の確立を基本とした畜
産の振興を図っています。
畜産関係では、牛肉の輸出が全国的に取り

組まれていますが、本県からも2013年から本格
的な輸出が始まり、タイ、マカオなどに向けて少
しづつ輸出量を伸ばしてきているところです。
現在は、対米輸出認定の取得を目指し、県内

の食肉処理施設を整備中ですので、今後は欧
米、香港、シンガポール等にも輸出を拡大して
いく予定です。
施設完成後、それぞれの国の輸出認定を取

得する必要があるため、県内からの輸出は数
年後になりますが、市場調査等のため、フェア
等に積極的に参加しておりますので、皆様の国
で行われる際には是非お立ち寄り下さい。

食肉処理施設の完成予想模型

マカオでのプロモーションの様子

県では、急増しているアジアからの外国人観光客を取り込むため、海外
戦略の海外誘客ターゲット国（韓国、中国、香港、台湾、タイ）からの
チャーター便の誘致に力を入れてきました。
その結果、10月から11月にかけて、台湾のマンダリン航空による台中と

大分･長崎を交互に結ぶ、台湾人の方が利用するインバウンドチャーター
便の就航が実現しました。

運航日 運航区間
10/7(水) 台中 ⇔ 長崎

10/11(日) 台中 ⇔ 大分
10/15(木) 台中 ⇔ 長崎
10/19(月) 台中 ⇔ 大分
10/23(金) 台中 ⇔ 長崎
10/27(火) 台中 ⇔ 大分
10/31(土) 台中 ⇔ 長崎
11/4(水) 台中 ⇔ 大分
11/8(日) 台中 ⇔ 長崎

11/12(木) 台中 ⇔ 大分
11/16(月) 台中 ⇔ 長崎
11/20(金) 台中 ⇔ 大分
11/24(火) 台中 ⇔ 長崎
11/28(土) 台中 ⇔ 大分

今後は、台北だけでなく台中でも観光
プロモーションを実施するなど本県への
観光需要を喚起し、チャーター便の運航
便数を増やすことで、定期便就航につな
げていきたいと考えています。

注目記事① 台湾(台中)から大分空港へのﾁｬｰﾀｰ便の運航

９月の大相撲秋場所では、佐伯市出身の嘉風（よしかぜ）関が、
横綱２人、大関２人、関脇２人を打ち負かし１１勝４敗で初の殊勲賞
と技能賞を獲得し盛り上がっていますが、８月の世界柔道において
も、女子７８キロ級で初出場優勝を飾った梅木選手は、九重町出
身で県民栄誉賞が贈られました。このようにスポーツにおける大分
出身の方々の活躍には勇気づけられます。



注目記事② 【10/15～25】 ロンドンで農林水産物をPRします

県食肉事業協同組合連合会（清田浩徳会長）と、国内外
で鉄板焼きチェーン店を展開する（株）紅花（東京都）は、
英国・ロンドンのBENIHANAピカデリー店とチェルシー店で、
10月15日から「おおいたフェスティバル」を開催します。
メニューには、豊後牛、乾しいたけ、養殖ブリを使ったディ
ナーとランチ、計３００食が提供されます。また、店内では、
県観光をPRする映像を流したり、ガイドマップを配布したり
食以外の魅力も売り込みます。ぜひ、お立ち寄り下さい！

畜産振興課 好田

海外大分県人会交流掲示板

バンクーバー大分県人会の廣田さん、
大分市出身の映画監督・衛藤さんが来庁

９月３日、バンクーバー大分県人会の廣田さんと、大分市出身の映画監督・衛藤
さんが県庁を訪問されました。建築家の廣田さんからは、まちづくりやイベントを通
して交流を生み出す仕組みづくりなど、大変興味深いお話を聞かせていただきま
した。
映画監督の衛藤さんは、昨年、バンクーバーで映画の撮影を行ったことが縁で

廣田さんと知り合われたそうです。バンクーバーで撮影を行った衛藤昴監督作品
「フローティングアウェイ」は、今春、大分市内でも凱旋上映会が行われました。

衛藤昴監督プロフィール
１９８５年大分県生まれ。オーストラリア、シドニーフィルムスクールで映画制作を学ぶ。２０１２年、ロー
タリークラブより国際親善奨学生としてカナダ、バンクーバーのキャピラノ大学映画撮影学科に留学。
カナダでは映画、ミュージックビデオ等の監督、撮影、編集に携わる。今回の「フローティングアウェ
イ」が長編デビュー作となる。

(Ko Eto ホームページ：http://neige-a-saigon5533.wix.com/koeto）

映画「フローティングアウェイ」は、アメリカの「インターナショナルインディペンデントフィルムアワー
ド」監督部門で金賞を受賞するなど、今後の展開が期待されます。
皆様がお住まいの地域で上映の際は、ぜひ、映画館へ足をお運びください。
今後の上映予定等、はFacebookサイトをご確認ください。

「フローティングアウェイ」Facebookサイト：https://www.facebook.com/FloatingAway

注目記事③ 大分工業高等学校Facebookは、全国高校No.1

大分工業高等学校のFacebookページは、全国の高校Facebook
の中でアクセス数が一番だそうです。学校の取組を積極的に発信
していて、体育大会の速報や修学旅行の中継なども行っているとの
こと。
先日、韓国の工業高校の修学旅行生一行約１３０名が大分工業

高校を訪れた際も、歓迎セレモニーの最中から、学生の授業見学
の様子まで、豊かな交流の様子が更新されていました。
大分工業出身高校の方も、そうでない方も、ぜひ、一度のぞいて

みてください。
「大分工業高等学校」Facebookサイト
https://www.facebook.com/ooitakougyou



県 内 の 出 来 事 （ ９ 月 ）
Pick Up! 大分の「今」

※国際政策課にて新聞等を元に作成

中国湖北省から来県中の研修生が、大分県で体験した事柄をご紹介します。

中国湖北省研修員による「私の大分☆見聞録」

氏名：陳瑾（チン キン）
所属：孝感市孝南区

外事僑務観光局

【９月１１日（金）】
地域活性化をテーマに、大学生が独自に考えた観光プランを発表する「大学生観光ま

ちづくりコンテスト２０１５」が開催され、ＡＰＵが最優秀賞の観光庁長官賞を受賞しました。
ＡＰＵ生は、後継者や担い手に悩む別府市の旅館や宿泊施設を、留学生の母国の風土
や文化を紹介する若者向け「ゲストハウス」に改装するプランを発表。別府市の旅館が抱
える悩みと別府市の特徴である留学生の多さを生かすという発想が評価されました。

ＡＰＵ生、観光庁長官賞を受賞

９月２０日、シェリダンさんと一緒に日出町にあるハーモニーランドで遊びました。
まず、「大観覧車ワンダーパノラマ」に乗って、ハーモニーランドを一望しました。
そこから眺める景色は抜群で、見応えがありました！ 今年はマイメロディ＆リトル
ツインスターズ ４０thアニバーサリータイムということで園内ではキティちゃんをは
じめとした様々なキャラクターを使ったアトラクションを行っていました。
夜の６時半からは「光の七夕伝説エリア」がありました。宝石のような煌めきの中
を歩いて巡る、竹と光の美術館。全長約１kmのエリアに広がる、繊細で雄大な
竹のオブジェとLEDが織りなす､幻想的で美しいアートイルミネーションの世界で
す。当日は花火が限定開催していました。光のお城を舞台に、ハローキティとダ
ニエルがキュートでカッコいいダンスステージを繰りひろげる、光のエンターテイ
メント！私たちは十分楽しみました！

【９月２０日（日）】
玖珠町の日本童話祭り（毎年５月５日開催）で人気の「ジャンボこいのぼり」が、来年３月

に台湾で開かれる「第２回タッチ・ザ・ジャパン」に招かれることとなりました。このイベントは
日本の観光・文化を紹介するものであり、会場では、こいのぼりの内部を歩く「くぐり抜け」
が行われる予定。海外でジャンボこいのぼりの「くぐり抜け」を実施するのは初めてです。

童話の里のジャンボこいのぼり、台湾へ！

【９月１３日（日）】
アメリカ発祥の「Slide the City （スライドザシティ）」は、街中の道路を会場に、巨大ウォー

タースライダーを特設して、大規模な水遊びを楽しんでもらうイベントです。今回、九州初
上陸となった別府市の富士見通りの会場には、一夜にして全長２４０ｍのウォータースライ
ダーが出現。スライダーの水に別府ならではの「温泉水」を使ったのは、世界初！ １２日・
１３日の二日間を通して、多くの参加者が富士見通りを滑りぬけました。

別府の温泉水で「スライド・ザ・シティ」

【９月１４日（月）】
2011年にバチカン図書館で見つかった近代豊後キリシタン関係資料を調査している「マ
レガ・プロジェクト」の研究発表がバチカンで行われました。同研究は、イタリア出身であり、
臼杵にて布教活動を行ったマリオ・マレガ神父が残した１万点に渡る資料を研究・分析し
たものです。大分県立先哲史料館もこの分析に関わり、研究発表では、江戸時代の禁教
システムが次第に形式化される様子や「隠れキリシタン」が他の領民と協力して生活する
暮らしぶりについても発表されました。

バチカンでマレガ・プロジェクト研究発表

臼杵：キリシタン文化を伝える壁画



県の国際交流員等が、旬なＯＩＴＡ情報をお届けします。

From  our  Reporters

金 眞雅
（Kin Jina）
県国際交流員

韓国
pu101502@pref.oita.lg.jp

県人会の活動（懇親会等）や留学生ＯＢの近
況など、世界中の大分県関係者に紹介したい
話題をお寄せください！（様式は任意です）

【記事提供先／お問い合わせ先】
国際政策課 担当：平山（ひらやま）
【Mail】 a10140@pref.oita.lg.jp

話題提供のお願い！

金 眞雅
（Kin Jina）
県国際交流員

韓国
pu101502@pref.oita.jp

ミリアム・スターリング
（Miriam Starling）

県国際交流員
英国

pu101503@pref.oita.jp

李 暁雪
（Li  Xiaoxue）
県国際交流員

中国
pu101501@pref.oita.jp

友達と一緒に大分市美術館の「水戸岡鋭治デザインワンダーランド」という
展示会に行きました。JR九州の電車と水戸岡鋭治というデザイナーの作品を
中心とする展示会でした。水戸岡さんのデザインは「ＪＲおおいたシティ」の建
物で親しみがあるし、JR九州の車両「七つ星in九州」と「或る列車」に興味を
持っていたので、面白い展示会でした。デザインの絵や装飾的な電車のイン
テリア体験だけではなく、お客さんが乗れる小さな電車もありました。JR九州
の「くろちゃん」という犬のマスコットキャラクターと和歌山県の貴志駅の「たま
ちゃん」というねこ駅長キャラクターのファンなので、たまちゃんのかわいい絵
やくろちゃんのスタンプラリーもすごく楽しめました。美術館を出ると「美しい電
車でどこかに旅行したいな～」というような気持ちになりました。

9月27日は中国の中秋節で、友達と杵築へ観月祭を見に行きました。観月
祭は中国の中秋節とは少し違います。もともと杵築では、藩主が奨励したこと
もあって市民の間でも古くから茶の湯の文化が根付いています。様々な行事
やイベントでも茶会がよく開かれますが、お茶会に訪れるお客さんのために行
燈を灯して足元を照らしたことから、この「観月祭」の形が残っています。
江戸時代の石畳みに並べられた行燈のやわらかな明かりが、月明かりともに
城下町の石畳みの坂道を照らしました。たくさんの行燈や灯篭が飾られてい
て、まさに幽玄の世界です。そして、町のあちらこちらで市民の工夫を凝らし
た光の演出を見ることができたり、町を歩きながら日本の伝統的な雅楽も聞く
ことができますから、とても心が落ち着きました。

「九州食の大宴会」と「全国丼サミット」が別府で同時に開催され、陳さんと
シェリダンさんと一緒に行ってきました。全国のご当地グルメが楽しめるイベント
で、会場に近づくとおいしいにおいがしてきました。会場は、すでに多くの人で
賑やかで、私たちも早く列に並んで食べました。

また、この日は、富士見通りに巨大なウォータースライダーが設置されていま
した。温泉を流し込むという特色もあり、みんな楽しそうに滑っていました。

別府のトキハでは、各フロアーにあるスタンプを揃えたら加盟温泉で入浴で
きるクーポンがもらえる「わくわく混浴デパートメントイベント」が行われ、私たち
もスタンプを集めました。

この度は、別府で行われている様々なイベントを満喫することができて、とて
も楽しかったです!

なつかしい我が故郷～大分ふるさと写真館～
【津久見市／竹田市】

なつかしい我が故郷～大分ふるさと写真館～
【津久見市／竹田市】

（津久見市）
「保戸島夏祭り」

京都上賀茂神社の分霊を
祀った賀茂神社の夏季大祭

（竹田市）
「たけた竹灯籠 竹楽」

１１月に開催。2万本の竹灯籠が
竹田の夜を彩る

（津久見市）
「つくみん公園」

津久見インターから車で１０分
家族連れの憩いの場

（竹田市）
「久住ワイナリー」

オリジナルワインを製造販売
ワインソフトクリームも人気

金 眞雅
（Kin Jina）
県国際交流員

韓国
pu101502@pref.oita.lg.jpシェリダン・ミキシック
(Sheridan McKisick）

県国際交流員
米国

pu1014001@pref.oita.jp

最近、香港で働いている友達が大分を訪れました。友達は、今回の訪問の
前に、一ヶ月ぐらい大分に住んでいました。あいにく、友達がいた間、毎日雨
が降りました。それでも、雨にも負けず、大分を探勝しました。

初めに、大分県の名物を食べました。友達は日本に留学したことがあったの
に、大分県のおいしいとり天を食べたことがありませんでした。食事以外にも、
大分で経験したかったものが様々ありました。例えば、一緒に温泉に行きまし
た。大分駅ビルの屋上の温泉に入ることにして、温泉から大分市のスカイライ
ンが見えました。

さらに、友達と一緒に、佐伯まで電車に乗りました。雨が降る中、川に沿って
歩きました。その後、臼杵石仏火祭りに行きました。雨が降っていて、足はび
しょ濡れになっていたのに、夜に一千本の松明が仏を包んでいるのを見るの
は完璧な経験でした。


